２年日本史授業プリント(38期)近現代４１　日中戦争とファシズムの台頭

２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.
【ヨーロッパ】 ファシズム　　　の台頭、ヴェルサイユ体制(国際協調路線)の崩壊　←世界恐慌
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　　　　　　　　　反民主主義的な独裁・全体　　主義的体制　イタリア語のファッシオ(結束)が語源
　　　　　　　　　国家社会主義(国家の社会政策によって資本主義の弊害をのぞく)と称する

　　　　　　　　　反共産　　主義・少数者排除などを掲げて国民的結集をはかり、民衆の支持を得る

　　　　　　　ex．イタリア　ファシスタ党の ムッソリーニ政権(1922～) …エチオピア侵略(1935)、
　　　　　　　　　ドイツ　ナチス　　の ヒトラー政権(1933～) 　　　　　国際連盟脱退(1937)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　国家(国民)社会主義ドイツ労働者党
　　　　　　　　　　　　　　　　国際連盟脱退(1933)、再軍備宣言(1935)、ユダヤ迫害など

　　　　　　　　→独・伊、外交に関する協定(1936)…「ベルリン・ローマ 枢軸　　(the Axis)」

→共産主義と社会民主主義が反ファシズムで協力…人民戦線　　　　
フランスやスペインでは政権を獲得( 人民戦線内閣)→短命に終わる

　　　　　1936～39　スペイン内戦…右翼の フランコ将軍が人民戦線内閣に反乱

　　　　　　　　　　　→独・伊の介入で反乱軍が勝利　英・仏は中立

　※当初、英・米・仏は、独・伊（枢軸国）よりソ連（共産主義）を警戒
　　　　ex．ドイツのチェコスロヴァキア(ズデーテン地方)への勢力拡大を英仏が容認…ミュンヘン協定(1938) 
【中国】日本、華北分断工作…満州国に隣接する中国の華北５省に支配を広げる策略

　　　　　　1935．梅津・何応欽協定、土肥原・秦徳純協定など

　　　　　　　　　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きとう),冀東)地区防共自治政府発足(日本の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 8(かいらい),傀儡))　…中国は慎重な対応

　　　※中国国民党は中国共産党と対立していた（1927～ 国共内戦）
　　　　　　　　　　　　 八・一宣言(1935)…抗日救国のための団結を訴える

毛沢東が主導、延安へ本拠地を移動("長征")

　　　　　西安事件事件( 1936)…張学良が 蔣介石を監禁して内戦停止を要求

日中全面戦争の開始
　　　　　　 　　　　1937.6～39.1　貴族院議員　国民の期待を集める
　　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ろこうきょう),盧溝橋)事件( 1937年7/7夜)…北京郊外で日本軍( 支那駐屯軍)と中国軍が衝突

　　　→さらに 第二次上海事件(8/9)…→戦線の拡大

　　※名称　"北支事変"→"支那事変"→"日華事変"　が、実態は全面戦争…「日中戦争　　　　」

　　中国では　抗日民族統一戦線の成立…第２次国共合作　　　(９月)
　　1937.12　首都 南京　　占領　→南京事件 (日本軍による略奪・暴行・虐殺)　数万人？
　　政府は 不拡大方針　　　　　　派兵を閣議決定　→ドイツ駐華大使 トラウトマンが和平を斡旋
　→政府、和平工作で過酷な条件を示す…「国民政府を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あいて),対手)とせず」（ 近衛声明　　　 1938.1）
　　1938.10　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぶかんさんちん),武漢三鎮)(武昌・漢口・漢陽)占領→国民政府は重慶　　へ→長期戦(泥沼)化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 米・英・ソなど援助　"EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(えんしょう),援蔣)ルート"

　　政府、「東亜新秩序声明(第２次近衛声明)」(1938.11)

　　　　　　　…戦争の目的を「東亜永遠の安定を確保すべき新秩序の建設」と主張

　　　　　「近衛三原則(第３次近衛声明)」(1938.12)…「善隣友好・共同防共・経済提携」

　　　　→汪兆銘　　　の脱出(1938.12)　→のち(1940)、新国民政府(南京政府)の樹立

　　　　　　　別名 汪精衛　国民党副総裁　　　　　　　　　日本のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かいらい),傀儡)政権　弱体

世界情勢との関係
　　☆３つの陣営の対立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　Ａ．日独伊三国防共協定　　　　　　( 1937)…ローマで調印　外相 有田八郎
　　　　　　仮想敵国はソ連　1939年にハンガリー・スペイン・満州国も参加

　　Ｃ．張鼓峰事件( 1938)…朝・満・ソの国境でソ連軍と衝突

　　　　　　 　　　　　1939.1～39.8　枢密院議長　元大審院長　

　　Ｃ．ノモンハン事件( 1939)…満蒙国境でソ連軍と衝突
　　Ｂ．アメリカ、日米通商航海条約破棄通告( 1939.7)…日本の中国侵略に抗議　対日経済圧迫

 ※(Ａ) 独ソ不可侵条約　　　　　( 1939)　モスクワで

　　　　　　　防共協定と矛盾？　…対英仏戦に備える

　　　　　　　　平沼内閣総辞職（ 「欧州の天地は複雑怪奇」）
２年日本史授業プリント(38期)近現代４２　第二次世界大戦
２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.
　　☆３つの陣営の対立　　

　　　1937．日独伊三国防共協定…Ａは（Ｂを油断させるために？）Ｃを牽制
　　　→1939．独ソ不可侵条約　…Ａは（Ｂと戦争するために）Ｃと提携　※日本も混乱

　　　　　　 1939.8～40.1　陸軍大将

　　第二次世界大戦勃発( 1939.9)…ドイツがポーランド侵攻、英・仏と開戦　→日本は不介入方針

　　　　　　 　　　　1940.1～40.7　元海軍大臣　陸軍強硬派と対立(親英米)

　　　※ドイツ優勢（1940.6 フランス降伏）　陸軍、軍部大臣現役武官制を使って内閣を倒す

　　　　　　 　　　　　1940.7～41.7

　　Ａ．日独伊三国軍事同盟( 1940.9)　ベルリンで調印　外相 松岡洋右　　　
　　　　　欧州・アジアでの日独伊の指導的地位の相互尊重

　　　　　第三国からの攻撃に対する相互扶助(仮想敵国は アメリカ)

　　Ｂ．南進政策への転換…北進政策の失敗　東南アジアの資源確保　援蔣ルートの遮断
　　　　→北部仏印　　　　(フランス領インドシナ)進駐(1940)→アメリカは 鉄鋼・くず鉄を禁輸
　　　　→ 日米交渉の開始(1941.4～　ワシントン)　※米駐日大使グルーも尽力

　　　　　　日　野村吉三郎(駐米大使)＋EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(くるす),来栖)三郎(特命全権大使)
　　　　　　米　ハル(国務長官)

　　　　　妥協案(日米EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょうかい),諒解)案)成立　→松岡外相の反対
　　Ｃ．日ソ中立条約　　　　　　(1941.4)…松岡、ドイツよりの帰途に締結

　　　　　相互不可侵、中立維持、５年間　　　　４国協商によるアメリカ圧倒　「北守南攻」

　　(ＢＣ) 独ソ戦　　　の開始(1941.6～)…情勢の変化　ソ連は敵国側？

　　　　　　→７月の 御前会議(天皇臨席の首脳会議)で南北併進を決定(「帝国国策要綱」)

　　　　　☆ 関東軍特種演習(関特演)計画…７０万の兵力を満ソ国境へ（対ソ戦）→開戦は中止
　　　　　　 　　　　　1941.7～41.10　松岡外相(日米交渉に反対していた)の排除
　　Ｂ．南部仏印　　　　進駐(1941.7)…ゴム・石油・リン酸・アルミなど資源の確保

　　　→アメリカの態度硬化…在米日本資産を凍結(7/28)、対日石油禁輸(8/9)
　　　　☆ ＡＢＣＤ包囲陣　　　　　　　(America,Britain,China,Dutch)…対日経済封鎖

　　　→９月６日の 御前会議…「帝国国策遂行要領」の決定

　　　　　　　　　　　　　　　　１０月上旬までに交渉が妥結しない場合、対米(英・蘭)開戦

　　　　　　 　　　　　1941.10～44.7 

      　　陸相として近衛首相と対立(日米交渉打ち切りを主張)
　　　　　木戸幸一内大臣の推薦で首相に(9/6の御前会議決定の白紙還元が条件)
　　アメリカ、「ハルノート　　　　」を提案…満州事変以前への復帰要求(事実上の最後通牒)
　　　(ａ)日本の中国・仏印からの即時撤兵　(ｂ)三国同盟廃棄　(ｃ)重慶政府以外は否認

→開戦　1941年12月８日　英領マレーシア上陸、真珠湾攻撃、対米英宣戦布告
　　☆名称　当時は"大東亜戦争　　　　"("支那事変"も含め)

　　　　　　　→現在は、日中戦争も合わせて アジア太平洋戦争と呼ぶ

　　☆半年足らずで東南アジアほぼ全域を制圧

　　　1942.1月 マニラ（フィリピン）占領　2月 シンガポール占領　5月頃南太平洋一帯を制圧

作業　図表２６２ページを見て、地名の位置を示しなさい。

２年日本史授業プリント(38期)近現代４３　日本のファシズムへの道


社会運動の衰退　☆治安維持法　　　　　による弾圧
　共産主義運動(非合法)　→弾圧による壊滅と 転向　　(～1935) 　　　　　転向者続出
　　ex．小林多喜二虐殺(1933) 、野呂栄太郎獄中死(1934)、佐野学・鍋山貞親ら獄中で転向声明(1933)
              プロレタリア文学 『蟹工船』『一九二八年三月十五日』(三・一五事件を題材)　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　無産政党(社会民主主義)　→左派への弾圧、右派・中間派の右傾化(国家主義的傾向) 
　　社会民衆党(右派)　　　　　　日本国家社会党(1932)…赤松克麿ら　国家社会主義(天皇制重視)
　　全国労農大衆党(中間派)　　　社会大衆党(1932) …政友会・民政党への対抗から陸軍に接近　
　　日本無産党(左派)…1937年結成　反ファッショ人民戦線(→近代４１)を主張　　　1937．結社禁止
　　　→第一次人民戦線事件　　　　(1937)<近衛内閣>…加藤勘十、鈴木茂三郎ら大量検挙　
思想・学問の弾圧　※特高(特別高等警察)による取り締まり　治安維持法の拡大解釈

　滝川事件　　　　(1933)<斎藤内閣>　※文部大臣鳩山一郎
　　　滝川 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ゆきとき),幸辰)(京大)の『刑法読本』などの発禁と罷免…反国体的危険思想として

　　　　→法学部全教授が抗議の辞表、学生も反対　→佐々木総一、末川博らも辞職

　天皇機関説　　　　事件 (1935)< 岡田内閣>…貴族院で反国体的として問題化　不敬罪で告発

　　　　　美濃部達吉(東大)の学説　「統治権は国家にあり、天皇はその国家の最高機関」（→近代３４）　
　　　　　　　貴族院議員を辞任　『憲法撮要』『憲法講話』は発禁

　　→ 岡田内閣、国体明徴声明　　　　　　(1935)…「統治権の主体は天皇」と明言　史料６９－２
　矢内原忠雄(東大)辞職(1937) <近衛(Ⅰ)内閣>　…矢内原事件
　　　　日本の植民地政策を批判『帝国主義下の台湾』ほか　反戦思想として右翼から攻撃

　第二次 人民戦線事件(1938)近衛(Ⅰ)内閣…労農派マルクス経済学者(講座派・共産党とは対立)も検挙

　　　ex．大内EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひょうえ),兵衛)(東大)、有沢EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろみ),広巳)(東大)、美濃部亮吉(法大：のち東京都知事)　→後に無罪判決
　河合栄治郎　　　　　(東大)休職(1938) <近衛(Ⅰ)内閣>　
　　　 自由主義経済学　ファシズムも社会主義も批判　『 ファシズム批判』ほか発禁

　津田EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そうきち),左右吉)の著作発禁(1940) 米内内閣…『古事記及日本書紀の研究』など不敬として発禁

　横浜事件(1942～45)…細川嘉六ら検挙→出版関係者に多くの犠牲　雑誌『改造』『中央公論』廃刊

超国家主義政策の強化　

　　教育　文部省『国体の本義』発行(1937)→全国の学校・官庁へ配布

　　　　　　　　　　　古事記・日本書紀を基に国体明徴とその尊厳、君臣の大義を説く

　　　　　　　　　　　日本は天皇中心の家族国家　「陛下の赤子（せきし）」
　　　　　　　　教学局の設置(1937)…国家主義育成　『臣民の道』(天皇と国家への忠誠を強調)
　　　　　国民学校令　　　　( 1941)…小学校を国民学校に　ナチスを模倣　義務教育８年制
　　行事　興亜奉公日(1939～)…毎月１日、神社参拝・勤労奉仕・禁酒などを強要

　　　　　皇紀二千六百年記念式典(1940)…神武即位より2600年として皇居前広場で５万人の式典
☆　 八紘一宇　　　　(全世界は一つの家)、皇国史観　　　　(天皇統治の正統性・永続性を強調)など
ファシズム体制の確立　☆ 日本型ファシズム…軍部や右翼が(民衆の支持を経ずに)ファシズム的支配
　国民精神総動員　　　　　　　運動( 1937)< 近衛(Ⅰ)内閣>
　　「挙国一致、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じんちゅうほうこく),尽忠報国)、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(けんにんじきゅう),堅忍持久)」をスローガン…戦争遂行のため 軍国主義思想の注入

　新体制　　　運動(1940～)…近衛文麿中心　独・伊を模した一国一党をめざす　軍部も歓迎

　→大政翼賛会　　　　成立( 1940)< 近衛(Ⅱ)内閣>
　　　　総裁は首相、支部長は知事　→下は 部落会、町内会、隣組　　に及ぶ 上意下達機関
　　　☆政友会・民政党・社会大衆党ら既成政党解散　→翼賛議員同盟を結成

　　　☆さまざまな団体が大政翼賛会の傘下に　…戦争遂行や国民の動員に役割大

　　　　ex．大日本産業報国会( 1940)、大日本青少年団(1941)、大日本婦人会(1942)など
　産業報国会の全国組織　総裁は厚生大臣　「労資一体・産業報国」

　　　1938～ 各地で各工場ごとに設置（労働組合を解散）　　　　　　　　　　　　　

　　 1942．総選挙(｢ 翼賛選挙　　　｣)< 東条内閣>…政府推薦候補が圧倒的多数(381)当選
　　　　　　　→翼賛政治会を結成　議会の無力化
　　　　　　　※尾崎行雄、斎藤隆夫(民政党 1940.議会で反軍演説→除名)ら反対派からも85名当選

※抵抗を続けた人々も　ex．清沢 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きよし),洌)(ジャーナリスト)、正木ひろし(弁護士：雑誌『近きより』)、

                          桐生悠々(新聞記者：雑誌『他山の石』)
＊


２年日本史授業プリント(38期)近現代４４　戦時体制と大東亜共栄圏

経済統制の強化　☆統制経済…長期戦に対応すべく軍需品を最優先

☆ 総力戦　　…軍事だけでなく、経済・政治・社会・文化など国家の総力を動員
　　　　　　　　　　ex．輸出入品臨時措置法(1937)、臨時資金調整法(1937)など
　国家総動員法　　　　　( 1938)< 近衛(Ⅰ)内閣>　史料７０－２
　　政府は 議会の承認なしに「人的及物的資源ヲ統制運用」できる　
　　　　　　内閣直属の 企画院が 物資動員計画を立案

　　ex．国民徴用令　　　　( 1939)< 平沼内閣>…勅令　軍需工場への強制的徴発

　　　　賃金統制令(1939)、価格等統制令(1939．公定価格制…実際には 闇価格が発生)、

　　　　小作料統制令(1939．→食糧の増産)、生活必需物資統制令(1941)など

　　※電力も国家管理… 電力管理法(1938)ほか　国策会社の日本発送電株式会社が独占

　　　　　　　　　軍需物資の輸入急増　→国際収支の悪化

　　軍事費の拡大　赤字公債や紙幣の乱発　→悪性のインフレ　→国民生活の圧迫
　　　　　　　　　民需の制限　→物資(特に食料)の不足

　　ex．配給制　　　…工業原料や燃料(1938～)から生活物資(1940～)へ及ぶ

　　　　　　　　　　　　米穀、マッチ、砂糖など　　衣料品などには 切符制　　　
　　　　　　　　　　　　大都市で 米穀配給通帳制(1941)→全面的配給制(1942 食糧管理法)
　　　　　☆農家には 米穀供出制　　　(1940～)…政府指定価格での買い上げを強制

　　　生活の切りつめを強要…「ぜいたくは敵だ」などのスローガン

　　　　　　　　　　　　　　1940．奢侈品等製造販売制限規則(七・七禁令)

　　　中小企業の強制的整理統合(企業整備令)、国内向け綿製品の生産・販売の禁止など

　☆それでも、資材(軍需産業用)の不足

　「円ブロック」(日本・満州・中国占領地)では自給不可　対米英貿易も縮小→南方へ進出
日本の植民地・占領地支配

　大東亜共栄圏　　　　　(アジアを欧米の侵略・搾取から解放し各民族の独立をはかる)
日本が戦争目的に掲げたスローガン　近衛(Ⅱ)内閣の「基本国策要綱」で明確化

　　　実際は、資源や労働力確保が最優先　ex.「南方占領地行政実施要領」(1941.11)
　　　1943.11　大東亜会議(東京)…占領地の結束を誇示　大東亜共同宣言を採択
　　　　　　　　満州国・中国(汪兆銘)・タイ・フィリピン・ビルマ・インドなどの代表者が参加
　☆支配の実態
　(ａ) 皇民化政策　　　　　…植民地朝鮮での日本人 同化政策　台湾でも同様

　　　ex．日本語の強制、朝鮮神宮などの 神社の設置・参拝強制、宮城遙拝、

　　　　「皇国臣民の誓詞」朗読、創氏改名　　　　(日本式の氏名に変更させる)など　

　(ｂ) 植民地・占領地の"労働力"搾取

　　　ex．植民地からの兵役　　…特別志願兵制度(1938)から徴兵制へ(1943.朝鮮、1945.台湾)
　　　　　強制連行　　　　…朝鮮から約８０万人、中国から約４万人など

　　　　　　　　　　　　　　炭坑・鉱山・土木工事などで過酷な労働→多くの死者

　　　　　　　　　　　　　　ex．花岡事件(1945)…秋田県花岡鉱山で中国人労働者が反乱

　　　　　従軍慰安婦　　　　　…日本軍兵士の性欲処理のために占領各地へ従軍　約１０万人

　　　　　　　　　　　　　　　　主に朝鮮人。ほかに台湾・フィリピン・インドネシアなど

　　　　　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(たいめん),泰緬)鉄道工事…タイ・ミャンマー間の軍用鉄道　アジア人労務者や連合軍捕虜を酷使

　(ｃ) その他

　　・７３１部隊　　　…細菌戦部隊　ハルビン郊外に設立　細菌戦(国際条約で禁止)や人体実験

　　・毒ガスの使用(国際条約で禁止)、軍によるアヘンの生産・販売
　　・軍票(軍が臨時に発行する紙幣)の乱発→東南アジアなどで猛烈なインフレ

　　・食糧徴発による飢餓の発生　など

☆占領各地で 抗日運動→治安維持に奔走

　　ex．三光作戦(1942)…華北で抗日勢力に　殺光(殺し尽くす)・焼光(焼き尽くす)・EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そう),搶)光(奪い尽くす)

　　　　シンガポール華僑虐殺事件(1942)
　　　　ヴェトナム独立同盟、フィリピン抗日人民軍、満州抗日パルチザン、自由タイなど

※アメリカでは 日系米人の強制収容(1942)…約１１万人　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
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２年日本史授業プリント(38期)近現代４５　無条件降伏
戦局の悪化と世界情勢

　　　　　　 1941.10～44.7 

　1942.6月　ミッドウェー海戦で大敗…主導権はアメリカへ　

　1943.2月　ガダルカナル島撤退("転進")　　5月　アッツ島守備隊全滅("玉砕　　")

　　　 9月  イタリア無条件降伏…ムッソリーニは失脚→逃走→銃殺(1945.4)
　　　11月　カイロ　　会談…対日戦の処理についての宣言( カイロ宣言)　

　　　　　　　米大統領 ローズヴェルト・英首相 チャーチル　　　・蔣介石(中国)
　1944.3月　インパール作戦失敗　　6月　マリアナ沖海戦…空母・航空機の主力を失う

　　　 7月　サイパン　　島玉砕…絶対国防圏も崩れる　本土空襲( Ｂ２９)の基地　→内閣総辞職
　　　　　　 1944.7～45.4　陸軍出身　米内光政と連立内閣　最高戦争指導会議設置

　1944.10月　レイテ沖海戦　…日本の連合艦隊が壊滅　※特別攻撃隊(神風特攻隊)初出撃　

　     11月　本土空襲開始　ex．1945.3/10 東京大空襲…死者約１０万人

　1945. 2月　ヤルタ会談　会談…クリミア半島(ソ連)のヤルタ　戦後処理を協議→ヤルタ協定
　　　　　　　　ローズヴェルト・チャーチル・スターリン　　　　　　(ソ連最高指導者)
　　　　　　　　対独処置と独降伏後の ソ連参戦　　　　の 秘密協定→代償に 千島樺太領有
　　　　　　　近衛文麿、天皇に早期講和を上奏( 近衛上奏文)→天皇が却下
　　　　3月　硫黄島玉砕　　4月　米軍、沖縄　　上陸(沖縄戦開始 ～６月)　"鉄の暴風"
　☆日本軍の人命軽視　ex．「生きて eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(りょしゅう),虜囚)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はずかし),辱)めを受けず」(東条『戦陣訓』) 「鬼畜米英」

　　　　　　　　　　　　　神風特攻隊、零式戦闘機、玉砕(民間人も)
　　※ハーグ陸戦法規(1907)…戦争に関するルール　ex．捕虜の人道的取扱、戦闘手段の制限など

国民生活の破綻

銃後の生活　国民服の着用　国防婦人会(出征兵士の見送りや慰問など)　千人針(お守り)
　　　　　　生活の困窮…配給量の不足、膨大な戦費負担　インフレの悪化

　　　　　　　　　　　　食糧管理法(1942～95)…米穀の生産・流通・配給を全面的に政府が統制

　　　　　　　　　　　　金属供出(鉄・銅など)、木炭自動車、代用食(サツマイモなど)
兵力・労働力の不足　　赤紙(召集令状)で戦場へ→成年男性の労働力不足

　　　　　　　　　　　※ 学徒出陣(1943～)…文化系学生の 徴兵猶予を停止　約２０万人

　　　　　　　　　　　勤労動員…国民に強制　国民勤労報国協力令(1941)→国民勤労動員令(1945)
　　　　　　　　　　　　　　　　学徒動員(1938～)・女子挺身隊　　　　(1943～)
本土決戦へ　…"一億玉砕"　「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ほふ),屠)れ米英我等のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かたき),敵)　進め一億火の玉だ」　国民義勇隊(1945)の組織
　学童疎開　　　　(児童の地方への移動　集団疎開・縁故疎開)、建物疎開(延焼防止のため破壊)
　　☆松代大本営[長野]…地下に建設　大本営を移転(する予定だった)　※多数の朝鮮人の強制労働
終戦(敗戦)

　　　　　　 　　　　　1945.4～45.8　海軍出身(二・二六事件で重傷)　外相 東郷 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(しげのり),茂徳)
　　　ソ連を仲介とする和平工作を行う…国体護持　　　　を最優先　

　　　　※ただし、ソ連は4/7に中立条約不延長を通告ずみ（期限切れは1946年）
　1945.5/8  ドイツ無条件降伏(ヒトラーは4/30に自殺)
　　　 6月　沖縄戦(組織的抵抗)終了…本土決戦の｢捨て石｣　住民を巻き込む持久戦→被害が拡大

　　　　　　　ex．鉄血勤皇隊(男子学生)、ひめゆり隊・白梅隊(女子学生の看護隊)
　　　　　　　　　集団自決…住民の集団自殺　　　　※学童疎開船対馬丸の撃沈(1944)
　　　　　　　沖縄県出身者の死者約１２万人以上、うち民間人１０万人以上（諸説あり）
　　　 7月　ポツダム　　　会談…ベルリン郊外　対日戦争終結の条件を協議

　　　　　　　米大統領 トルーマン　　　・英首相チャーチル(→ アトリー)・ソ連スターリン

　　　　　　　7/26 ポツダム宣言…米・英・中の名で発表　(＋ソ連が参戦後に)
　　　　　　　　　連合国による占領、軍国主義の排除、日本軍の武装解除、戦争犯罪人の処罰
　　　　　　　　　領土を本州・北海道・四国・九州に限定　など　国体については言及なし
　　　　　　　→日本政府、これを「黙殺(無視)」すると発表→｢拒絶｣と解釈される

　　　 8月　8/6　アメリカ、広島　　に原子爆弾…戦争の早期(ソ連の参戦前)終結をはかる
　　　　　　8/8　ソ連　　、日本に宣戦布告　8/9午前０時 満州へ侵入　→朝鮮半島・千島樺太へ

　　　　　　　　　　中国残留孤児・婦人問題、捕虜の シベリア抑留(５７万人)、北方領土問題
　　　　　　8/9　アメリカ、長崎　　に原子爆弾
　　　　　　8/10・14　御前会議で、ポツダム宣言受諾・無条件降伏を決定

　　　　　　8/15　玉音放送( 終戦の詔勅)　8/17 内閣総辞職
※ 9月　9/2　降伏文書調印…東京湾上の戦艦 ミズーリ号上
　　　　　  9/4　ソ連軍の侵攻が止まる
第２次近衛　　　　





米内光政　　　　





阿部信行





２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.





鈴木貫太郎　　　　　





小磯国昭





東条英機





東条英機　　　　　





第３次近衛　　　　





重慶





盧溝橋





ノモンハン





無視





近衛文麿　　　　








張鼓峰





Ａ．枢軸国陣営　…イタリア、ドイツ


Ｂ．自由主義陣営…アメリカ、イギリス、フランス


Ｃ．共産主義陣営…ソ連





平沼騏一郎　　　　





関東軍大敗、認識の変化


(対ソ開戦論から南進論へ)





Ａ．枢軸国陣営　…イタリア、ドイツ


Ｂ．自由主義陣営…アメリカ、イギリス、フランス


Ｃ．共産主義陣営…ソ連








南京








上海





奉祝国民歌「紀元二千六百年」





１．金鵄（きんし）輝く日本の　　　　　５．正義凛たる旗の下


　　栄（は）えある光　身にうけて　　　　　明朗アジアうち建てん


　　いまこそ祝へ　この朝（あした）　　　　力と意気を示せ今


　　紀元は二千六百年　　　　　　　　　　　紀元は二千六百年


　　ああ一億の胸はなる　　　　　　　　　　ああ弥栄（いやさか）の日は昇る





２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.





２年　　　組　　　番　　　　　　　　　　　　.



































